
 

 

朝倉氏系図について 

 

朝倉氏系図については様々なものが伝わっているが、その

代表的なものとして、「朝倉始末記」末巻の「日下部氏朝倉

家系図」をあげることができる。 

朝倉始末記に登場する人物を家系図上に乗せるために作

成されたため、いわば逆算して作られたのがこの系図と考え

てよい。 

それだけに内容は豊富で、これまで一番多く利用されてき

た系図である。 

 反面、その後の伝承や始末記に無理にあわせるため誤りも

多く、義景に弟がいたり、最後に義景を裏切る景鏡や、義景

時代に活躍する景健の系統も間違っている。 

 興味深い点は、朝倉玄蕃助家の景宗－景連の系譜である。

玄蕃助家は、実在は確かめられるものの、どの系統か不明な

庶流で、県史や市史では系図には一切載せていない。案外、

こちらが正しい可能性もある（玄蕃助家はもちろん初期の庶

流であるが、血統が絶え貞景弟が養子に入った可能性が否定

できない）。 

 これらに留意しながら、この系図を読まれたい。 

底本には、著作権の切れている須永金三郞校訂「朝倉叢

書」を使用した（明治 43 年福井市にて出版） 

 



 



 



 



 



 

 




